
 

 

 

 

 

 

「元旦登山」で素晴らしい新年を迎えました 
明けましておめでとうございます。 

1 月 1 日（土）の「元旦登山」は、天候に恵

まれ、快晴で風もなく穏やかな新年を迎えるこ

とができました。 

80 人と予想を超える多くの方に参加してい

ただき、ありがとうございました。ビンゴゲー

ムの景品や配付用缶しるこが足らず、対応にス

タッフは嬉しい悲鳴を上げました。中学生以下

の参加者 24 人には、一足早い子育て特別給付

金（商品券）が支給され、大喜びしていました。 

また、伊保木で初めて新年を迎えられた地域

おこし協力隊員の林さんと岩屋に移住して４年目の松浦さんがご挨拶。松浦さんは今春移

住予定のフィアンセを紹介されました。皆さんよろしくお願いします。 
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新年明けましておめでとうございます。 

昨年秋頃よりコロナ感染者数が激減、このまま収束へ向かうのかと期待されま

したが、新株の登場でまだ予断を許されません。 

地域の集う場所であるコミュニティーセンターも現在、当面の利用が制限され

ている状況です。一日も早く「マスク無しで過ごせる日常に！」と思っています。 

協議会として取り組んでいた地域おこし協力隊員が、昨年７月よりめでたく着

任し、伊保木地区の活性化に奮闘中ですので、地区の皆様のご支援を頂きたいと

希望します。 

最後に、今年こそコロナ収束と良い年でありますように願っています。 

長尾 隆 会長挨拶 



「輪飾りづくり」を実施しました 
12 月 26 日（日）に実施した「輪飾りづくり」には、12 人の参加がありました。 

西伊保木の中本敏成さんにもち米の稲藁とみかん、西伊保木の岩金英子さんに扇飾りを

準備していただき、参加者は新型コロナ感染拡大防止のためにマスク着用して、密となら

ないように気を配って実施しました。 

初めて「輪飾りづくり」にチャレンジされた地域おこし協力隊員の林さんは、「夫婦そろ

って不器用で、まったく縄ないになりませんでした。それでも、協議会の皆様が熱心に教

えてくださり、ありがたかったです。作っていただいた完成品を持ち帰り、正月に無事お

飾りをすることができました。」と感想を述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「環境整備」を実施します 
センター周辺美しくし隊は、「環境整備」を実施しますので、ご協力ください。 

副隊長の“さくら”も、皆さんの参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

いつものことですが、水仙は畑等に生えているものを持ち寄ってください。 

 

「資源回収」へのご協力ありがとうございます 
平成 28年度から実施している資源回収の実

績は、右図のようになっております。 

最近、耳や目にする SDGs（持続可能な開発

目標）では、12 項目の“つくる責任 つかう責

任”に「2030 年までに、ごみが出ることを防

いだり、減らしたり、リサイクル・リユースを

して、ごみの発生する量を大きく減らす。」とい

う目標が定められています。協議会の資源回収

活動は、SＤGｓの取り組みに寄与しています

ので、引き続きご協力をお願いします。 

今年度残り 2 回の資源回収日は、2 月 14 日と3 月 14 日です。 

１．日 時 2 月 19 日（土）8 時 30 分集合 

２．場 所 ① センターと周辺 

  ② ドライブイン燈台周辺 

３．内 容 竹や木の伐採と草刈り、焼却 

館内清掃、水仙植付 

４．持参品 草刈機、鋸、鎌、移植ごて など 


